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	処分の概要
	容器検査に合格しなかった容器及び附属品の処分命令

	法令名
根拠条項
	高圧ガス保安法　第56条第1項(同条第4項において読み替えて準用する場合を含む。)

	法令番号
	昭和26年法律第204号

	【基準】
　法第56条の規定による。
(くず化その他の処分)
第56条　経済産業大臣は、容器検査に合格しなかつた容器がこれに充填する高圧ガスの種類又は圧力を変更しても第44条第4項の規格に適合しないと認めるときは、その所有者に対し、これをくず化し、その他容器として使用することができないように処分すべきことを命ずることができる。
2　協会又は指定容器検査機関は、その行う容器検査に合格しなかつた容器がこれに充填する高圧ガスの種類又は圧力を変更しても第44条第4項の規格に適合しないと認めるときは、遅滞なく、その旨を経済産業大臣に報告しなければならない。
3　容器の所有者は、容器再検査に合格しなかつた容器について3月以内に第54条第2項の規定による刻印等がされなかつたときは、遅滞なく、これをくず化し、その他容器として使用することができないように処分しなければならない。
4　前3項の規定は、附属品検査又は附属品再検査に合格しなかつた附属品について準用する。この場合において、第1項及び第2項中「これに」とあるのは「その付属品が装置される容器に」と、「第44条第4項」とあるのは「第49条の2第4項」と、前項中「について3月以内に第54条第2項の規定による刻印等がされなかつたとき」とあるのは「について」と読み替えるものとする。
5　容器又は附属品の廃棄をする者は、くず化し、その他容器又は附属品として使用することができないように処分しなければならない。

※大阪府産業保安行政事務に係る事務処理の特例に関する条例第3条による事務移譲
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